
 

  

 

 

 

 

 

 

 

☆女性講座「料理教室」☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５２月２１日（金）に女性講座で「料理教室」が行われました。今回は、今が旬の鱈 

と大根を使った「たらときのこのみぞれ煮」と小松菜を使った「青菜のだし酢和え」、 

「厚揚げともやしの葱だれ」の３品を、上町の稲葉さんから指導していただきながら 

作っていきました。今年度２回目の料理教室ということもあり、グループ内で作業を 

分担、協力しあってアッという間に完成することができました。出来上がった料理を 

皆さんで美味しくいただきました。この時期の手に入りやすい材料で、家でも簡単に 

作れるレシピを教えていただきました。 
 

☆女性講座「フラワーアレンジメント教室」☆ 
 

２２月１６日（日）に女性講座「フラワーア 

レンジメント教室」が行われました。今回の 

花材は、春を思わせるスイートピーやバラ、 

雪やなぎ、アオモジの枝（実のような丸く白 

っぽいつぼみが付いているもの）等を使って 

活けていきました。雪やなぎとアオモジは花 

が咲くととても賑やかになるようです。最近 

は全体的に低めに活けた作品が多かったので 

すが、今回はアオモジを使って高さのある作 

品に仕上がりました。 

 

 NO ６２６  
令和７年２月２８日 
中山地区公館  
℡ 676 - 2553  

 

中山地区 

公民館だより 
 

 

 



 
☆出前スポーツ教室「カローリング」☆ 
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２月１７日（月）に３回目の出前スポーツ教室「カローリング」が行われました。 

最初にジェットローラの投げ方（手を添え押し出すように滑らせて的を狙う）を教え 

ていただきながら少し練習をしてから、３人ずつ３チームに分かれて試合を行いまし 

た。練習の時には手に力が入ってしまってジェットローラが真っすぐにいかなかった 

り、力が弱く的まで届かなかったりしてましたが、回を重ねるごとに真っすぐにいく 

ようになっていました。チーム内で「あそこ狙うといいんじゃない」など作戦を立て 

るなどしながら楽しんでいました。 
 

 

―３月の行事予定― 
 

 
   ３月 １日（土）地区役員会                中山地区公民館 
     ２０日（木）中山地区会通常総会            中山地区公民館 
     ２４日（月）ふれあい教室「雪囲い外し」        中山地区公民館 

           ※状況により行事予定が中止又は延期になる場合があります。 
 
    

「ピンポンを楽しむ会」    毎週火・木曜日 午前９時３０分から 
   「健幸体操」         毎週火曜日 午後１時３０分から 
   「いきいき・かみかみ百歳体操」毎週水曜日 午前９時３０分から 
 

 
―４月の行事予定―(変更になる場合が有ります) 

 
    ４月 １日（火）辞令交付                 中山地区公民館 
      ４日（金）地区役員会                中山地区公民館 
     １１日（金）中山地区公民館運営協議会総会       中山地区公民館 
     １２日（土）資源回収（子供育成会）          中山地区内 
     １８日（金）第１回地域部会              中山地区公民館 
     ２０日（日）女性講座「フラワーアレンジメント教室」  中山地区公民館 
     ２４日（木）地区公民館職員合同会議（午前中職員不在） 上山市役所 
     ２５日（金）第１回体育部会              中山地区公民館 
     ２９日（火）道普請                  中山地区内 

  

 

 



 
 

過ごしやすい日が増え、庭や畑のお手入れも始まった頃でしょうか。中山地区の皆さん、

いかがお過ごしですか？心と体の調子を整えて、穏やかな春を過ごしましょう。 

花粉飛散情報もでておりますが、皮膚トラブルを感じている方はいませんか？ 

花粉の付着や、年を重ねて皮膚が薄くなることで皮膚トラブルを感じる人も 

少なくない状況です。花粉症対策の他「お風呂の温度は 3 8～4 0℃にする」  

「入浴時肌をこすり すぎない」「入浴後は忘れずに保湿をする 」ことで、皮膚トラブル

を予防しましょう。 

 

さて、３月は「 自殺対策強化月間」 です。自殺はその多くが追い込まれた末のものと言

われております。ご自身の体調や、おかれた環境などによって心や体に不調を感じること

が誰にでもあります。一人で悩まず、相談してみませんか？  

悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞き、みんなで支え合いましょう。 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

～「かみのやま健康ポイント」の新規参加者について～ 
 令和２年度より始まった「かみのやま健康ポイント」事業は、市から提供された活動量計やス 

マートフォンアプリを持ち、日頃から歩いた歩数や、市の健康事業への参加でポイントをため、次 

年度に獲得したポイントを商品券等に交換できるという事業で、中山地区では現在約 3 0 名の 

皆様に参加いただいております。令和７年４月号の市報で新規参加者を募集予定です。 

現在参加中の方の紹介で参加した場合、紹介者・参加者ともには１００ポイントゲット！ 

皆様の口コミ、ご参加、お待ちしています！！ 

※現在ご参加の方は、引き続き「かみのやま健康ポイント」にご参加ください！ 

2 月のイベントの抽選結果はかざすくん端末でご確認ください。 
  

 

健 康 メ モ ３月号 

○こころの健康に関する相談窓口 

 上山市役所 健康推進課  ６７２－１１１１ （内 １５７） 

 ★ こころの健康相談（要予約）     

 ★ 小中学生と保護者のこころの相談会（要予約） 

 

 山形県で行っている相談 

★ こころの健康相談ダイヤル  ０２３－６３１－７０６０ 

月～金（祝日及び年末年始を除く） ９時～１２時、１３時～１７時 

今年度も 「 健康メ モ」 をお読みいただき、 あり がと う ございました。  
来年度も 、 よろし く お願いいたします。    上山市健康推進課 保健師 今野 
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旧道の経典供養塔 

 

 

笠、不明の経典供養塔と鰐口 


